
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 306 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 論理国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「論理国語」 （数研出版） 

副教材等 
 ＴＯＰ２５００（いいずな書店）論理エンジン（水王舎） 新国語便覧（大修館書

店）論理・文学長文問題選集（京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・多彩なテーマの文章に触れ、自分たちの用いる言語、文化、社会、自己の内面や外の世界に対する思索

を深めることを目標とします。 

・授業中に示した方法を活用して読解力を向上させると共に、各教材の主張を身近な事象と結び付けて

理解を深めるようにして下さい。 

・自分の意見や考え、思いを自身で深めていけるよう、授業においては模範解答を待つだけの受け身の姿

勢ではなく、他の生徒が指名されている時でも自分が指名されているつもりで、能動的・主体的な意識を

もって臨んでください。 

・授業中のノートについては板書を書き写すだけでは、評価の対象になりません。授業のポイントや自身

で気付いたことやクラスメイトの発言した内容などをノートの枠外に記入していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・言葉を的確に理解し、それに対して自分自身の考えや意見を持つ。 

・思索の基礎となる語彙力を高める。 

・論理的に思考する力を伸ばし、言語感覚を磨く。 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通し

て他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

実社会に必要な国語の知識や
技能を身に付けるようにす
る。 

「書くこと」、「読むこと」の各領域に
おいて、論理的、批判的に考える力を
伸ばすとともに、創造的に考える力
を養い、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができる
ようにしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社
会に関わったり、思いや考えを
広げたり深めたりしながら、言
葉がもつ価値への認識を深めよ
うとしているとともに、進んで
読書に親しみ、言葉を効果的に
使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

・意味段落のまとまりを意識して

読み、各段落の内容、および文

章全体の構成をとらえる。 

・筆者の言う「弱い絆」をつくるに

はどうしたらよいか、自分の考え

をまとめる。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説明

したりすることを可能にする働きがあることを

理解している。 

ｂ[読]：において、文章の構成や論理の展

開、表現の仕方について、書き手の意図と

の関係において多面的・多角的な視点から

評価している。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み取

って筆者の主張を理解し、学習課題に沿っ

て適切に説明しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

［教材］ 

弱いつながり 

・文章中の抽象的な表現の内容

を踏まえ、筆者の「芸術」につい

ての考え方に対する自分の考え

を述べる。 

・逆説的な表現の内容を理解す

る。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説明

したりすることを可能にする働きがあることを

理解している。 

ｂ[読]：文章の構成や論理の展開、表現の仕

方について、書き手の意図との関係におい

て多面的・多角的な視点から評価している。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み取

って筆者の主張を理解し、学習課題に沿っ

て適切に説明しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

［教材］ 

手の変幻 

・現代日本社会における「中間社

会」の現状と課題を読み取る。 

・哲学的な意味を持つ語句につ

いて、その内容を理解する。 

ａ：論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章の

中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

ｂ[読]：関連する文章や資料を基に、書き手

の立場や目的を考えながら、内容の解釈を

深めている。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み取

って筆者の主張を理解し、学習課題に沿っ

て適切に説明しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 
［教材］ 

「内的成長」社会へ 

・言葉の性質についての筆者の

考えを読み取る。 

・外国の言葉や表現を選び、そ

れが表す概念とともに紹介する。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説明

したりすることを可能にする働きがあることを

理解している。 

ｂ[読]：設定した題材に関連する複数の文章

や資料を基に、必要な情報を関係付けて自

分の考えを広げたり深めたりしている。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み取

って筆者の主張を理解し、学習課題に沿っ

て適切に説明しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 
［教材］ 

国境を越える言葉 

二
学
期 

・筆者が言葉の使い方について

「論理的」「非論理的」と表現する

内容を理解する。 

・指定の段落構成に従い、筆者

が提示する問題点を踏まえつ

つ、具体例や自分の意見を論述

する。 

ａ：文章の種類に基づく効果的な段落の構

造や論の形式など、文章の構成や展開の仕

方について理解を深めている。 

ｂ［書］：個々の文の表現の仕方や段落の構

造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰

さを確かめ、自分の主張が的確に伝わる文

章になるよう工夫している。 

ｃ：課題テーマについて積極的に自分の考

えを深め、文章内容を参考にしながら、学習

課題に沿って適切にまとめようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

［教材］ 

日本語は非論理的か 

・文章の種類を踏まえて、内容や

構成、展開、描写の仕方などを

的確に捉えている。 

ａ：文章の種類に基づく効果的な段落の構

造や論の形式など、文章の構成や展開の仕

方について理解を深めている。 

ｂ［読］：文の表現の仕方や段落の構造の意

図を理解する。 

ｃ：読み比べを通して、表現の違いがどのよう

な差異をもたらすか考察している。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート ［教材］ 

文章を読み深める 

山月記〈抄〉 

人虎伝 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （    ０   ）時間 

  ・書くこと      …  （   ２５   ）時間 

  ・読むこと      …  （   ４５   ）時間 

・環境問題について筆者の意見

の論理をとらえる。 

・「未来世代への責任」という題で

自分の考えを書く。 

ａ：主張とその前提や反証など情報と情報と

の関係について理解を深めている。 

ｂ[読]：主張とその前提や反証など情報と情

報との関係について理解を深めている。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み取

って筆者の主張を理解し、学習課題に沿っ

て適切に説明しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 
［教材］ 

未来世代への責任 

・筆者が考える「問題の本質」の

内容を論拠とともに読み取る。 

・「知識循環型社会」の実現のた

めに必要なプロセスと実現に向

けての課題について説明する。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説明

したりすることを可能にする働きがあることを

理解している。 

ｂ[読]：主張を支える根拠や結論を導く論拠

を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や

信頼性を吟味して内容を解釈している。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み取

って筆者の主張を理解し、学習課題に沿っ

て適切に説明しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

［教材］ 

〈近代〉の入口と出口の間 

・夏目漱石の講演録と、漱石の

時代について考察した文章を関

連づけて読む。 

・時代背景が人間や作品に与え

る影響について考え、論述する。 

ａ： 主張とその前提や反証など情報と情報と

の関係について理解を深めている。 

ｂ[書]：実社会や学術的な学習の基礎に関

する事柄について、書き手の立場や論点な

どの様々な観点から情報を収集、整理して、

目的や意図に応じた適切な題材を決めてい

る。 

ｃ：課題テーマについて積極的に自分の考

えを深め、文章内容を参考にしながら、学習

課題に沿って適切にまとめようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

［教材］ 

現代日本の開花 

漱石が生きた時代 

こころ〈抄〉 

 


